
H31.３月分工事報告 

 

作成：（公財）文化財建造物保存技術協会 阿蘇神社一の神殿ほか５棟設計監理事務所 

修理工事こぼれ話⑳ 境内の石造物（石垣・石積み編） 

 

 熊本県で石垣と言えば熊本城のものが有名ですが、阿蘇神社にも色々な種類の石垣や

石垣状の石積みがあります。今回はそれらの石垣・石積みを紹介します。 

 

石垣とは、障壁や土留のために石を積み上げたもののことであり、緩やかな傾斜地に

所在する阿蘇神社では様々な箇所に石垣が築かれています。石垣状の石積みも加えると、

阿蘇神社境内では 10種類の石垣・石積みを見つけることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①拝殿周辺 

 この基壇（きだん）の側面は石垣状になっています。昭和 15～23 年(1940～1948)に

拝殿・翼廊・神饌所・神輿庫が建築される前の古写真には写っていないため、拝殿等が

建築されたときに築かれたものと思われます。石垣の分類で、野面（のづら）・打込接

ぎ（うちこみはぎ）・切込接ぎ（きりこみはぎ）というものがありますが、この石垣状

の側面は切込み接ぎとなります。また、横目地（よこめじ）があまり通っていないため、

布崩し積み（ぬのくずしづみ）という積み方になります。 
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②一の神殿・二の神殿周辺 

 はっきりとは写っていませんが、明治～昭和初期の古写真に写っています。しかし、

現在の社殿が建てられる前の境内を示す絵図には描かれていません。現在の社殿が建て

られるときに築かれたものなのでしょうか。布崩し積みの切込み接ぎになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③三の神殿周辺 

明治の絵図にはこの位置に石垣が描かれていますが、②の石垣とは明らかに異なりま

す。いつの時代かに積み直されたものなのでしょうか。横目地が通る布積み（ぬのづみ）

と呼ばれる切込み接ぎになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④神幸門・還御門周辺 

 現在の神殿が建てられる前の境内を示す江戸時代の絵図にもこの位置に石垣が描か

れていますが、現在のものと同じかどうかは不明です。明治～昭和初期の古写真に写っ

ているため、現在の社殿が建てられるときかそれ以前に築かれたと思われます。布崩し

積みの切込み接ぎであり、瘤出し加工（こぶだしかこう）と呼ばれる表面加工がされて

いて、丁寧な印象を与える石垣となっています。 
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⑤楼門正面 

 この石垣は、楼門の正面部分で④の石垣 

より 70センチほど参道側に出ている形と 

なっています。明治～昭和初期の古写真で 

は楼門の正面まで④の石垣となっているた 

め、①の石垣と同じく昭和 15～23年(1940 

～1948)に築かれたものと思われます。瘤 

出し加工された石も積まれており、元の石 

を再利用していることがわかります。新し 

く積まれた石は布積みの切込み接ぎであり、 

③の石垣と似た雰囲気を持っています。 

 

⑥参道南西側 

 社務所・斎館付近の参道の玉垣の下部は、低いながらも石垣となっています。上部の

玉垣は昭和 31 年(1956)に建てられているため、遅くともその年までには築かれていま

す。昭和初期の古写真にも石垣が写っていますが、現在の石垣と同じものであるかは不

明です。石同士の大きさ・形状がほぼ同じ布積みの切込み接ぎとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦参道東側 

 参道東側の石垣は、⑥の石垣と非常に似ていますが、石の大きさが若干異なります。

上部の玉垣は昭和 50 年(1975)に建てられているため、遅くともその年までには築かれ

ています。昭和初期の古写真にも石垣が写っていますが、現在の石垣と同じものである

かは不明です。石同士の大きさ・形状がほぼ同じ布積みの切込み接ぎとなっています。 
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⑧斎館南側 

 コンクリート基礎に化粧で石を貼り付け 

たものと思われます。角が丸い石が多く使 

用されています。比較的新しいものと思わ 

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

⑨境内北側 

 苔が生えていてわかりにくいですが、ど 

うやら野面のような石垣のようです。いつ 

の時代のものかは不明です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩神陵・池周辺 

 段差になっている箇所に石垣が築かれています。どれも野面のような石垣となってい

ます。神陵のまわり周囲のものは角が丸い石が多く使用されており、池周囲・石碑周囲

ものは、様々な形の石が使用されています。いつの時代のものかは不明です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一之神陵周囲石垣 一之神陵周囲石垣 詳細 
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以上、各石垣・石積みを見てきました。同時期と思われるものでもそれぞれが異なる

表情をしており、境内の景色に変化を与えています。石垣は城郭のものが有名ですが、

このように神社やお寺にも様々な時代の石垣・石積みがあります。石垣・石積みがある

のに気が付いたら、是非鑑賞してみてください。            （石田 陽是） 
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